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はじめに
食欲が良好で適切な食生活を営み栄養バランスのとれ
た食事をしている時は健康が保持増進される｡ところが
食欲不振が長く続き不適切な食生活や食事を続け､なん
ら処置することなく放置すれば､たとえ発病しないまで
も心身ともに健康を保持することが困難になってくる｡
ところで近年､わが国の食生活は多様化し豊かも,こなっ
たが､その反面､若い年齢層では､欠食､孤食､食事の
不規則､晴好本意の食生活など不適切な食生活に陥って
いる者が多いのではないかと心配されている1)｡生活習慣
病といわれる心疾患､脳血管疾患､;動脈硬化症､高血圧､
糖尿病などの血管病変が原因の疾患の多くはこのような
不適切な食生活習慣が原因になっていることが多く､こ
れらの疾患予防では健全な食習慣が奉礎をなしていると
して､厚生省では1985年､1990年と食生活指針2)を発表
するなど数年来､食習慣を含めて生活習慣改善の努力が
なされることを国民に期待するとともに予防対策を推進
している｡I
身体的にも精神的にも急速に成長する時期の児童､生
徒が､栄養のバランスのとれた正しい食生活をすること
は日々の健康な生活の基礎となることや心の安定につな
がることはいうまでもない｡さらに高齢化社会を迎えて
国民一人ひとりが生涯を通じて健やかに裏らすための健
康づくりの重要性がより一層増 してきている｡このため､
子どもの頃から望ましい食生活の基礎 ･基本を養い､自
己の健康管理能力を`身につけることができるように､学
校教育においても栄養教育の一層の充実を図ることが期
待されている3)｡本研究では学校保健の立場から食事 ･
栄養教育を実践するに当たり､先ず現状を明らかにする
ことが必要であると考え､大人になるという成熟の仕上
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げを迎える時期であり､成人になってからの健康の基礎
形成の時期といえる高校新入生を対象に食事および食欲
状況について実態調査を行った｡
尚､わが国では大家族形態の崩壊によって伝続的食生
活のタデの継承が失われ､一方核家族化の進行､勤労女
性の増加により､外食産業や食品産業の発展と相侯って
食生活の簡易化､外部化が進み､食生活様式や食パター
ン､食行動､栄養摂取状況に著しい変化がみられるとい
われている｡そこで家族形態､家族構成の違いによって
食事状況に差が見られるかどうかについても補足的に調
べた｡
対象および方法
対象 ;大阪府内の公立高等学校平成8年度新入生男子
193名､女子209名､計402名である｡入学式当日､食欲
および食関連行動 ･前日の食事記録に関する調査を一括
して自記入式質問紙法で実施した｡用紙配布説明後､回
答を依頼､下校時に回収した (回収率100%)0
食関連行動 ;9･項目 (表4)からなり､当てはまるも
のを複数回答で選ばせた｡
食欲検査 ;村松4)の作成 した食欲テス トを用いた｡10
項目の質問からなり (表7)､各間の応答a,b,Cのうち
1つを選び答える仕組みとなっている｡各間a,b.Cの
うちaに○印をいくつ付けたか､bにいくつ付けたかを
数え､その数を式 Ha+b/2)÷5ixl()Oに当てはめて
食欲指数を算出した｡200点満点で､120点未満を食欲不
良､12b点以上170点未満を食欲普通､170点以上を食欲
良好と判定した｡
栄養素等摂取量 ;食事記録が詳しく記載されていた男
子50名､女子70名についてヘルスメイクプログラムver.
1:大阪市立大学生活科学部発達保健 2:大阪市立大学大学院人間福祉学専攻博士課程在学 3:大阪市立淀川中学校 (大阪市立大学生活科学部人間福祉学科平成.9年卒業)
(1)
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5.1(ヘルスメイクシステム研究所)により算出した｡
ついで第5訂栄養所要量算田基準により個人の所要量を
算出し下記の式から充足率を算出した｡
充足率 (%)-個人の摂取量′/,/.`′個人の所要量×100
身体計測値 ;身長 ･体重は5月実施の学校定期検査身
体計測の結果からデータを得た｡BMlは体重 (kg) 身
長 (mu)の式を用いて算出したC.BMI値が小さいほど
やせを大きいほど肥満を表す｡
結 果
1.家族形態､家族構成について
家族形態は夫婦と子どもからなる核家族が82.3%､祖
父あるいは祖母などその他の親族世帯からなる複合家族
が14.2%であった(図1)｡ また家族構成は3人以下8.5%､
4人が40.8%､ 5人が32.8%､6人以上が14.4%であっ
た (図2)｡
核家族
Eコ 複合家族
無回答
図 1 家族形態
(%)
図2 家族構成
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∈≡∃無回答
(2)
2.身体状況について
本対象の身長はリJ予l(;(i.L'±･1.日Ltl､真上1.-)7.～巨 t.～)川 ､
体亜はり日'･5()._1±〔).8kLT.女了･;I)L'.:i±T.:il(.u-､1',＼日はリl了
20.9±3.2､女J′･1)1.(:)±2.7でノ日中巨J'F.J仙 日日べ) ヒ:-1は
致した (表l).しかLIiM10))両日 図3､†をみると､か
なり佃人差が見られた 日本肥満;I:余u)判定).川'･_ここよ
り131M12/I.2以 仁を週休 ･T･:_とするヒリir-ll.i)'//,./某上里)'',/
が遇体重であっ た.
表 1 身体計測値
繊度
1日
10
仝I射直(1'-1茂8咋度)
fjl /i:
lfiH.,圧 上 〔D I.r)7 ./i([)∴ !)
5fL 7(10.7) 52. 3 (7. i))
2 l. 1 21. 1
平均仙 (Sl日
皿 dlL 皿 一 且i.lJllL".i lh
15 16 17.18 t9 20 21 2 232日 5 25 27 28 29 3031 3233 3.日 5
やせ 肥満
図 3 BM lの分布
3.栄養素等摂取状況について
栄養素等摂J附)津山二ついては表2に′Jこすようにエ ネル
ギー摂取 量 の､I'･l'/;JI再 はリlJ′･が所要量U)約8G'!,イノ!某J′･が的
87%と所要量を 下回ってい た 行来英夫u)摂1l一品目上 l∵ネ
ルギーのそれに引っ張られて伏仙守あった Ll,I工 ビ!/ミ
ン(∴ i)､は､円勺では所要量を満たしていたが､桐J､冊
のばらつきが人きく佃別には所要 量を満たしていない 首
がかなi十見られた_l蛮rJm肘杖量(j)栄養所要量仁丹弓il
充足率はリJl'･(よ約7.'3%で､/L:3'･U)約8･1';)と比べて上:日代
値だった (i)<().()5上 目'I､＼'根､出勿繊維u)附き川く克
足率もリJ予が女了よりも世情だ-,た tI)くり.日工 I)く日.日日
動二lエネルギー比率､問食エネル,ギ 比ー率もリll'･が/丈 ]'･
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表2 栄養素等摂取量と所要量に対する充足率
栄養素等 男 子(n±50) 女 子(n=70)
摂取量 充足率(%) 摂取量 充足率
エネルギー(kcal) 2016.8(640.5) 86.3(28.9) 1709.6(501.8) 87.0(24.2)
蛋白質(g) 65.5.( 27.8) 73.1(31.0) 58.8( 19.4) 84.0(_.2-7.7.)*
脂質(g) 70.2( 36.0) .81.7(47.I) 60`1(.25.4) 87.4(∴39,1)
糖質(g) 267.5( 74.3) 66.1(23.4) 22r4.9( 70.6) 68.3(22.6)
秩(nF) 7..8( 3.5) 62.0(31.1) 7.6( 2.9) 63.1(24.1)
ビタミンA(川) 1624.0(1219.3) 81.4(64.5) 2109,.8(1582.4) 114.9(88.8)*
ビタミンB1 (tug) 0｣88(0.45) 78.1(44.1) 0,86.(0.39) 94.3(44..2)
ビタミンB2.(mg) 0.92.(0.57) 65.4(41.0) 0.97.(0.39) Bop.4(34.1)辛
(咽′lOOOkcal) 0.45(0.18) 81.8(32.7) 0.56(0.15) 101.8(27.3)* *
ビタミンC(ng) 54.9(70.3) 111.1(152.0) 69.9(59.6) 138.6(119.6)
ビタミンD(川) 167.9(309.5) 120.6(172..5) 150.1(279.1) 150il(279.1)
(g′1000kcal) 5.3( 1.7) 53.0(17.0) 6.8( 2.0) 68.01(20.0)***
蛋白質エネルギー比率(鷲)13.I(3.0) 14.3(3.1)‡
脂質エネルギー比率(X) 31.2(8,0) 31.5(9.1)
糖質エネルギー比率(%) 55.5(8.8) 5:3.9(8.7)
数字は平均値 (SD)
男女比較 *pく0.05.**pく0.01.***pく0.001
第5訂栄養所要量 (活動強度 Ⅰ)
表 3 栄養素等摂取量とBM lとの相関係数
男子 女子
カルシウム
秩
ビタミンA
ビタミンB1
ビタミンB2
ビタミンC
ビタミンD
ピタミ.ンE
食物繊維
摂取食品数
-0.123 -0.190
-0.047 . -0.二117
-0.024 -0.105
-0.229 -0.219
-0.015 -0.018
-0.106 -0.151
0.122 -0.131
-0.057 -0.156
-0.051 -0.171
-0.255 -0.017
-0.016 0.290*
-0.012 -0.050
-0.278* -0.180一
一0.213 -0.093
(3)
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よりも有意に低かった｡摂取食品数は男女間で差がなく
男子18.9±7.6､女子20.3±8.3であった｡脂肪エネルギー
比率は男子31.2±8.0 女子31.5±9.1で男女とも30%以上
栄養素等摂取量とBMIとの間の相関係数はほとんどの
栄養素でマイナスの値を示した｡男子では食物繊維摂取
量との間に有意の負の相関が見られた (表3 ,p<0.05).
これらの栄養素等摂取量は核家族と複合家族あるいは
家族構成人数の違いによって差は見られなかった｡
4.食関連行動について
食関連行動調査の結果は表4に示す通り､各項目毎の
該当者車は ｢家族 と一緒に夕食をとる｣が全対象の
69.4%で最 も高かった｡次いで ｢甘いものが好 き｣
38.1%､｢食べるのが早い｣35.6%､｢食べる量が多い｣
2.6.4%と.続いた｡｢ダイエット (食事の量を制限)して
いる｣は6.5%と該当者は少なかったが､女子の方が男
子よりも有意に (p<0.05)多く性差が見られた｡その
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他 ｢甘いものが好き｣､｢他の人が
食べていると､また食べることが
多い｣､｢家族と一緒に夕食をとる｣
も女子の方が男子よりも該当者率
が有意に高かった (p<0.05)｡
これらの食関連行動とBMIの関連
を調べた｡表5に示すように男子
でBMIが22以上の肥満気味群は
AQ5｢食べるのが早い十 AQ6
｢食べる量が多い｣の該当者率が､
BMIが19未満のやせ気味群に比べ
て有意に高値だった (p<0.01)｡
また女子では AQ7｢甘いものが
好き｣の該当者率がやせ気味､肥
満気味の両群が普通群に比べて低
かった｡さらに食関連行動各項目
別にエネルギー摂取量および摂取
食品数を調べた｡表6に示すよう
に ｢一人で夕食｣をとる者は ｢家
族と一緒｣に夕食をとる者より摂
取食品数が少なかった (女子p<
0.05)0 ｢th､ものが好き｣な者は
｢甘いものを制限｣ している者よ
りエネルギー充足率が高かった
(女子p<0.01)0 ｢食べる量が多い｣
者は ｢ダイエッ ト｣ している者よ
りエネルギー充足率が高かった｡)
尚､各食行動該当者率は家族形態
や家族構成の違いによって差は見
られなかった｡
5.食欲について
食欲検査の結果は表7に示した
通 りである｡ 全対象の80%以上の
者が ｢いつも気持ちよく食事をと
っている｣｢食事をいつも､進ん
で気軽にとっている｣｢食後は､
いつ も気分が良い｣｡さらに70%
以上の者が ｢食事がいつもおいし
くいただける｣｢料理のかお り､
味や舌ざわり(感じかた)などが､
いつも変わりなくて､食事が楽 し
くとれる｣と回答した｡,尚､ほと
んどの項目で肯定的回答のaを選
んだ者は男子よりも女子の方が多
入 関 桶 祉 学 科
表 4 食間連行動該当者人数
金関連行動
(複数回答
男子 n=193 女 千 n=209 全休 rド/tO2
^&(A) 人数(A) 人数(.%)
AQl限 られたqJ:頬のものしか食べない
∧Q2ダイエット (食事の一員を制限)
してい る
AQ3-人で夕食をとることが多い
AQ4甘いものを食べないようにしている
AQ5食べるのが早い
Q^6食べる頃が多い
AQ7甘いものが好き
AQ8.他の人が食べているとまた食べる
ことが多い
AQ9家族と一緒に夕食をとる
17(8.8)
5(2.6)
19(9.8)
16(8.3)
72(37.3)
55(28.5)
55(28,5)
22(ll.A)
7(:),.3)
21(10.0)辛
1O(′1.H)
3O(ll.Ll)
71(.封.0)
51(?.･1.･l)
(t13(購.9)辛
50(23.9)辛
116(60.1) 163(7H,0)*
2′1(6.0)
26(6..i-))
29(7.2)
L16(ll.JD
7/1:H35.6)
IOG(.26.4)
15:i(:相.1)
72(17.(j)
27 9(69.Lt)
*pく0.05;男女比較 ( )は･[)･i千､女手の各総数に封する%
表 5 BM lと食間達行動該当者 ｢%1
BM f 人数 AQl AQ2 Q^3 人Q1 AQ.lj A(捕
男子19未満 50 1 0. 16 8 32 12
19以上22未満 89 10. 1 2.1 7.9 E;.7 31.tlj .日.5
22以上女子19未満 1850 10.4 6. 3 8.3 12.5 52.1* ノ11.7*4 4 4 8 2′1 8
19以上22未満 86 2.3 16.3 3.5 1/I.0 36.0 22.L
22以上全体19未満 66100 LI.5 7.6 7.6 19.7 ′lO.～) 33.:ち39 19 97 7.8 281 日lJ∴-)
19以上22未満175 6.9 9.1 11.A lO.9 35./ー '27.ノ1
22以上 Il° 7.0 7.O 7.9 16. 7 * 45.(拝* 36. Lq*
qdH
2!).i)
* 31∴3
?? ー ? ?
? ?
?
? ? ?
?
?
ー?
?
? ?
? ? ?
? ?
? ? ? ? ?
?
? ? ?
･川 2'LZ 7H
tL,)～)∴i* 20.1 Lq2,(i
39.1 川.7 7!1.2
3/1.0 1.rj.tr)71.8
LILl.() 22.～) 70.3
* 3G.0 日.() 71.9
AQの説明は表4参照のことo衣の数字は13m のカテTrリ-別 人数に封する%､
*pく0.05 **pく0.01
表 6 食間連行動別エネルギー摂取量および摂取食品数
女 了
人数 エネルギー 摂収食晶数
充足率
3 70.2(18.0) 12.0(H.【))
5f; 臣)."(2`1.7) 22.2(I(.7)I
Ei tq2. 7 (封 .?.) 2 3 .7( .q∴二))
17 fJ2 . E) (3 0 .0 .) L)2 .[)(川 .旧
17 T l.8 (16..ij) 19./日 日 .;31
:日 !日 . !)(2 7 .6 ) * * 2 1.5 Ltl∴i)
AQの説明は表4参照のこと. 数字は平均値(Sr) 刈'Lt:0.05,**Pく(1.01
(4)
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表7 食欲検査の結果 ･
質 問
買嘉(打 93 至芸指亨07 芙鋸 i402 Ⅹ 'l 検定
BQl.おいしいもの (栄養のある もの)
を食べたいと思うことが
一ありますか
?
?
?
いつも思っている??? ?? ??
BQ2.食卓につ くと抵抗を感じないで a いつも気
気持ちよ く食事をとりますか
BQ3.欠食するようなことは
ありませんか
BQ4.食事をいつも進んで気軽に
とっていますか
BQ5.毎食とも残食するような
ことはありませんか
BQ6.食事時同がくるといつも空腹
を感 じ食事したい気分にな り
ますか
BQ7.食事がいつもおいしく
いただけますか
BQ8.食事をいつも親則的に
(決まった時間に)とって
いますか
BQ9.料理の香 り､味､舌ざあり
(感 じかた)などがいつも変わり
なくて､食事が楽 しく
とれますか
BQIO.食後はいつも気分がよいですか
とってい
b気持ちよ
ことが少
C 気持ち良
とらな
無回答
??
?
???
とがある
い
ちよ く食事を
食事 をとる
い
食事 を
いつも欠食しない
ときに欠食することがある???
aいつ
b気軽
C気軽
無回
??????
?
??????
ることが多い
気軽にとっている
とることが少ない
とれない
????
?
とがない??
がときにある
が多い
無回答
aいつも食事したい気分に
なる
b食事したい気分にときに
なることがある
C食事したい気分にならない
無回答
a いつもおいしくいただける
b ときにおいしくいただける
ことがある
C いつもおいしくいただけな
い
無回答
a いつも規則的にしている
b 規則的に食事をすることが
少ない
C･規則的に食事をすることが
ない
無回答
a いつも変わりない
b ときに変わることがある
C 変わることが多い
無回答
?????ー? ?
分がよい
がよいことが少な い
がよいことがない
無回答
59(30.6)
115(59.6)
19(9.8)0
150(78.▲9)
35日8.1)
5(2.6)
3(1.6)
.,?i(描
13(6.7)
3(1.6)
148(76.7)
39(20.1)
3(1.6)
3(1.6)
104 (53.8)
80(141.4)
3( 1.6)
88(45.6)
100(51.8)
2( 1.0)
3(1.6)
128(66.3)
60(31.1)
2(rl.0)
3( 1.6r)
8 9(46.1)
89(46.1)
1.2(6.2.1)
3( 1.6)
148(76.7)
40(20,7)
2(1.0)
3( 1.6I
157(81.3)
31(16ili)
2(1.0.)
3(1.6)
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かった｡従ってa,b,C各回答数から食欲指数を算出し､
その点数を基に食欲不良､食欲普通､食欲良好に分類し
てその頻度分布を見ると､図4に示すように食欲普通は
全対象の57.0%､良好35.6%､食欲不良は5.7%であった
が､これを男女別にみると食欲不良は男子8.8%､女子
2.9%､で男子の方が多くヾ 逆に食欲良好は男子25.4%､
女子45.2%で女子の方が多かった｡食欲指数の平均値も
男子155.4±28.3､女子169.3±24.8で女子の方が有意に高
値を示した (p<0.00001)｡ ところで ｢食事時間がくる
と､いつ も空腹 を感 じ食事 をしたい気分 になる｣
(51.8%)｢食事をいつも､規則的にとっている｣(54.4%)
｢毎食とも残食することがない｣(50.3%)｢いつも欠食
しない｣(39.6%)の回答率が比較的低かった｡
食間連行動との関係では表8に示すように AQ3｢一
人で夕食をとることが多い｣で食欲指数平均値が低く､
(5)
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図4 食欲分布
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反対に AQ9｢家族と一緒に夕食をとる｣でその値は大
きく有意の差が見られた (p<0.01)｡そこで次に ｢一人
で夕食｣をとる者と ｢家族と夕食｣をとる者について食
欲検査質問項目別に肯定的 (a)の回答率を比較した｡
表8 食関連行動別食欲指数
質問項目IQについては表4参照のこと｡ 表の数字は平均値(SD)
*pく0.05,**pく0.01
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図5 ｢一人で夕食｣群と ｢家族で夕食｣群の
食欲検査質問項目別肯定的回答(a)の頻度
BQの説明は表7参照のこと｡
図5に示すように全項目とも_｢家族と夕食｣をとる者の
方が高かった｡特に､ ･BQ8｢食事の時間を規則的にと
る｣BQIO｢食後気分がよい｣BQ7｢食事がおいしい｣
BQ4｢食事を気軽にとっている｣の項目で両群間の差が
大きかった｡食欲指数と栄養素等摂取量との関連につい
ては表9に示すように女子においてビタミンA､食物繊
維､摂取食品数との間にそれぞれ有意の相関が見られた｡
表9 食欲指数と栄養素等摂取量との相関
栄養素等 相関係数
男子 女子
エネルギー
蛋白質
脂質
糖質
食物繊維
カルシウム
秩
ビタミンA
ビタ ミンB1
ビタミンB2
ビタ ミンC
ビタミンD
ビタミンE
摂取食品数
0.101 0.200
0.038 0.150
0.0.71 0.097
0.115 0.232
0.130 0.332**
b.082 0.125
-0.033 0.154
-0.001 0.248*
0.018 0.091
0.083 0.081
-0.178 0.210
0.214 0.058
0.160 ●0.036
-0.088 0.370**
男女比較 *pく0.05, **pく0.01
さらに食欲指数検査各質問項目別にエネルギー摂取量と
摂取食品数を調べた.表10に示すように男女とも BQ2
｢いつも気持ちよく食事をとっている｣者はそうでない
者に比べてエネルギーや摂取食品数が多かった (エネル
ギーは男子で､摂取食品数は女子で有意 P<0.05)｡尚､
食欲指数とBMIとの間に関連は見られなかった｡また家
族形態および家族構成の違いによっても食欲指数の平均
値に差は見られなかった｡
考 察
現在､わが国では核家族という形態は普通世帯の約60
%を占めており､三世帯同居は急速に減少している2'｡
本調査でも核家族が圧倒的に多く三世帯同居や家族構成
が6人以上の世帯は15%以下であった｡核家族化が進み､
かつて大家族制の下にタテの継承の形で営まれていた伝
統的な食生活は失われた･といわれている`2'｡今回､複合
家族と核家族の食事に差が見られるかどうか高校新入生
について調査したが､家族形態や家族構成によって栄養
素等摂取量､食関連行動､食欲状況に差は見られなかっ
た｡食の簡便化は都市生活者を中心にとみに強まってい
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表10･食欲質問項目別回答別エネルギー摂取量 と摂取食品数
食欲検査 回答 男子 女子人数 エネルギー 摂取 人数 エネルギー 摂取
質問項目 充足率 食品数 充足率 食品敷
bcBQ3~ a 8 71.7(12.2) 18.5(5.6)16 9-02204 98 82 5 73.0(14.4) 13.8(6.0)31 922237 2 481*ヽ
bcBQ4p a 34 84..4(29.g) 18.4(7.3)L40 6 53 0 39 82｣8.(.2.4.1) 18.7(7.9)'-64 .7.1 8 2P.1(8.4)
bc.BQ8 a 16 80.0(21.-6) 19.9(8.4)2:5-粥.3.2 8 77 8. 7ー5.~3(20.7) 16.4(7.4)50 8.7135 22180辛
bcBQ 9 a 25 87.6(26.9) 18.9(7.6)3 9 85 315 一 18.7( 6.8) 20 86.7(26.4) 17.5(8.2)62 55 2 6 202 78
bcBQ lO a 11 78.3(15.3) 19.5(10.1)44 8 2 305 . 89 79 8 98.0( 34.0) 25.1(ll.0)69 869 2 4 08.83
BQの説明は表7参照のこと｡ a (肯定的回答群)とbc(否定的回答群)比較
表の数字は平均値(SD) *pく0.05,‡*pく0.01
る2)ということであるので､今回の都会での調査では差
が出なかったものと考える｡また､現代では食生活が豊
かになる一方､機械化､省力化､交通機関の発達等から
身体活動量が減少し肥満者が多く見られる｡厚生省の国
民栄養調査6)によると､15-19歳の皮下脂肪厚測定によ
る肥満傾向者は､男子11.2%､女子6｣6%である｡東京都
教育委員会も児童生徒の12%が肥満と報告7)している｡
小児や思春期の人達のBMIによる肥満の判定基準は国際
的にまだ決定されていない. InternationalTa虫kForce
onObesityWorkshopでは､小児期や思春期も成人と同
じでよいとしている8)ので､日･本肥満学会によるBMI判
定基準6)で査定した結果､本研究でも過体重者は男子
(7)
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ll.2%､女子9.9%と同じような頻度で見られた｡ところ
で本研究では ｢食べるのが早い｣｢食べる量が多い｣に
該当するとした者はBMI22以上の肥満気味の者の方が
BMI19未満のやせ気味の者に比べて多かったが､食事
記録から算出した栄養素等摂取量はむしろ少なく､栄養
素等摂取量とBMIとの相関関係はマイナスを示した｡肥
満者は自分は太り過ぎて､これではいけないと自覚する
ことで過食は消失する｡従って肥満者の食事記録から肥
満者が食べ過ぎであることを証明することは不可能であ
る9)といわれていること｡また最近とくに女子でやせ志
向が強く10)体重が少しでも増加すると摂取量を控えるの
ではないかと推測されることなどから本結果は説明でき
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ると考える｡
平成8年の国民栄養調査結果6リこよれば､男女共通し
て若い人達のエネルギー摂取量の低さが目立つと言うこ
とである｡本研究でもエネルギー等栄養素摂取量の平均
値は所要量を下回っていた｡若者の小食化傾向はこれま
でにもしばしば指摘されていた｡今回の結果は食事調査
の方法が24時間思い出し法で食事摂取量が比較的低く見
積もられる方法1日 であったことや､食事記録を指定した
日が春休み中の休日で､この年齢の対象では平日に比べ
て三食きちんと摂取されにくい日であ云たことなども原
因として考えられるが､｢欠食する｣｢食事が不規則｣
｢毎食残食する｣｢食事時間になっても空腹を感じない｣
など一般に不適切といわれる食事をすることがある者
が､時にある者を含めると対象の半数前後に見られたム
このような食事状況からも小食が類推される｡
最近のわが国の食生活は洋風化傾向を強め栄養素摂取
面では脂肪エネルギー比率の増加､動物性脂肪の増加､
食物繊維摂取量の減少傾向が指摘されている6).本研究
でも男女とも脂肪エネルギー比率の平均は30%以上で､
栄養所要量でこの年齢膚に歓奨されている上限の30%を
越える者がかなり見られた｡一方食物繊維摂取量は少な
く充足率は50%前後で女子に比べて男子で特に少なかっ
た｡食物繊維の主たる給源である穀類､豆類､野菜類の
摂取が少ないことが推測される.国民栄養調査結果6)で
もこれら食品群の摂取が若い層で著しく低いことが報告
されている｡また食行動の面ではひとり食べ､食事リズ
ムの乱れ､偏食､欠食などが多く見られることが指摘さ
れている7㌧ 本研究でも ｢限与れた種類のものしか食べ
ない｣｢二人で夕食をとることが多い｣｢欠食をすること
が多い｣がそれぞれ10%弱程度見られた｡女子よりも男
子にこれら不適切な食行動の頻度が高かった｡佐々木ら
12,も中学生を対象に調査し∴食事に対してどうでもよい
と考えている食意識の低い者が男子に多かったと報告し
ている｡児童 ･生徒のひとり食べは食欲が低下し偏食し
て栄養バランスが劣る7)｡一方家族団撃のある者はない
者に比べ多種類の食品を摂取し､疲労自覚症状の訴えが
少ないなどの論文13)が多数報告されており､家族揃って
の食事 (共食)は児童 ･生徒の健全育成上重要であるこ
とが数年来指摘されているにも拘らず､.ひとり食べは増
加傾向を見せている7' ということである｡本研究でも
｢一人で夕食をとることが多い｣群の食欲指数平均値は
低く､反対に ｢家族と一緒に夕食をとる｣群の食欲指数
平均値は高く.両群間で有意の差が見られた.また栄養素
等摂取量や摂取食品数も､特に女子において ｢一人で夕
食をとる｣群は ｢家族と夕食をとる｣群に比べて少なか
った｡男子では両群間で差がないか､むしろ逆に脂質摂
取量は ｢一人で夕食をとる｣群のほうが多かったが､脂
質エネルギー比率が声いことは､先にも述べたように､
現在､心疾患などの危険国子として心配されているとこ
ろであり､いずれにしても男女とも｢一人で夕食をとる｣
群は ｢家族と夕食をとる｣群に比べて､食欲状態不良の
者や不適切な栄養摂取状態の者が多かった｡
現在のわが国では生活時間のずれなどで家族揃って食
事をすることが難しくなり､家族の個(孤)食化はさらに
進むだろうと予測されている14)｡しかし人間の生活にと
って､食生活は生理的条件だけを満たせば済むものでは
決してなく､食事は美味し.く楽しくなければならない｡
そのためには料理の方法､食べ方の習慣など広く食文化
とされるものも大切である｡また食の自立とは単に一人
で食べられるということではなく､家族の一月として､
集団の一月として､社会の一員として主体的に食に関わ
ることである｡自律的に食を営む力は家庭や仲間たちと
の食の営みの中で形成されるここの形成のためには小児
期､思春期は家庭が最も重要な環境であると思われる｡
食材科や調理方法に●っいてはどんなに合理化することが
できても､家族で食事をするという形は心身共に発育途I
上の人達に対して大事にしなければならないと考える｡
家族揃っての食事の意義の理解や食意識を高めるため
に､学校保健では栄養バランスのみを考えた食教育をす
るだけではなく､食物の持つ文化的､社会的な意味や食
事の満足の背景についてもっと教育する必要があると考
える｡
まとめ
学校保健の立場から食事栄養教育を実践するにあた
り､高校新入生を対象に食事および食欲状況の実態を調
査した｡'数年来指摘されているわが国の栄養摂取状態の
特徴つまり､高脂肪､低繊維､低糖質の栄養摂取状況が
本対象でも認められた｡また食行動面では孤食､食行動
の乱れ｣食事リズムの乱れによる偏食､欠食などひずみ
現象が見られることが報告されて久しいが､頻度はそれ
ほど多くはないものの本対象においても同じような傾向
が認められた｡さらに食欲状態不良の者や不適切な食行
動､栄養摂取状態の者は ｢家族と一緒に夕食をとる｣群
に比べて｢一人で夕食をとる｣群にその頻度が高かった｡
近年のわが国の食品産業の市場規模拡大､外食や加工食
品の利用者の増加など食の機能が家庭から社会へ移行す
る趨勢は今後も変わら.ないように見える.こうした中でI
新しい食文化､望ましい食の文化とはどういうものか具･
体的にはまだ明らかになっていないが､学校保健の立場
(8)
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からは､家庭における食生活は生理的機能と同時に社会
的文化的機能を持っていることを認識させ､少なくとも
子どもが育つ時期は家族揃っての食事が大切であること
を理解させ食意識を高める教育が必要であることを述べ
た｡
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Summary
Mealsandappetiteofnewly-admittedhigh-schoolfreshmenwereinvestlgatedtoobtaindatafordevISlngdietary
● ●●
andnutritionaleducationfromtheviewpointofschoolhygiene.Thecharacteristicsofnutritionalintakesofthe
Japanesereportedinrecentyears,i.C.high-fat.low-fiber,andlow-carbohydratemeals,wereobservedalsointhe
subjectsofthisstudy.Concerningthedietarybehavior.solitaryeating,disturbanceofdietaryhabits,andimbalance
ofthecontentsofmealsandskippingofmealsduetodisturbanceofthedietaryrhythmhavebeenreportedf♭r
years.anda.similartendencywasobservedalsoinoursubjects.Especialy,thepercentagesofsubjectswithpoor
appetiteandthosewithinadequatedietarybehaviorornutritionalintakewerehigherinthosewho e`atdinner
alone'thaninthosewho.'eatdinnerwiththefamily'.Fromthestandpointofschoolhygiene,educationtohavethe
studentsrecognizethat･thedietarylifeofthefamilyhassocialandculturalfunctionsaswelasphysiologic
● ●
functions,tohavethemunderstAndthathavlngmealswiththefamilylSimportantatleastduringthegrowth
●
period.andtoenhancetheirawarenessabouttheimportanceofeatinglSCOnSideredtobenecessary.
(9)
